
- 1 - 

                                                  

                                    

 

 

平成１９年３月期 決算短信 
平成19年5月25日 

                                                      
上 場 会 社 名 フジフーズ株式会社                              上場取引所 ＪＱ 
コ ー ド 番 号  ２９１３                                       ＵＲＬ http://www.fujifoods.com/ 
代 表 者    （役職名）代表取締役社長   （氏名）大村 近三郎 
問合せ先責任者（役職名）取締役管理本部長 （氏名）北條 和彦              ＴＥＬ ( 047 ) 434 - 5085 
定時株主総会開催予定日    平成19年6月28日              配当支払開始予定日  平成19年6月14日 
有価証券報告書提出予定日  平成19年6月29日 
 

（百万円未満切捨て） 
１．平成19年3月期の連結業績（平成18年4月1日～平成19年3月31日） 
（１）連結経営成績                                                               （％表示は対前期増減率） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 
19年3月期 
18年3月期 

百万円      ％ 

63,187   △0.5 
63,518     2.2 

百万円      ％ 

2,180      - 
126  △82.4 

百万円     ％ 

2,337     - 
147 △76.7 

百万円      ％ 

1,183    - 
△ 483    - 

 
 １株 当たり 

当期純利益 
潜 在 株 式 調 整 後 
１株当たり当期純利益 

自 己 資 本 
当期純利益率 

総  資  産 
経常利益率 

売 上 高 
営業利益率 

 
19年3月期 
18年3月期 

円  銭 
74  76 
△30  51 

円  銭 
-  - 
-  - 

％ 
7.5 
△3.1 

％ 
6.8 
0.4 

％ 
3.5 
0.2 

(参考)  持分法投資損益     19年3月期       －百万円     18年3月期     －百万円 
 
（２）連結財政状態 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 
19年3月期 
18年3月期 

百万円 

33,353 
35,482   

百万円 

16,253 
15,233 

％ 

48.7 
42.9 

円 銭 

1,026 42 
961 83 

(参考)  自己資本          19年3月期    16,253百万円     18年3月期  15,233百万円 
 
（３）連結キャッシュ･フローの状況 
 営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 
キャッシュ・フロー 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

 
19年3月期 
18年3月期 

百万円 
4,231 
732 

百万円 
 △ 687 
△2,056 

百万円 
△3,935 
3,509 

百万円 
3,452 
3,838 

 
２．配当の状況 
 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

配当金総額 
（年間） 

配当性向 
（連結） 

純資産 
配当率 
（連結） 

 
19年3月期 
18年3月期 

円  銭 

-  - 
 -  - 

円  銭 

10 00 
8 00 

円  銭 

10 00 
8 00 

百万円 

158 
126 

％ 

13.4 
- 

％ 

1.0 
0.8 

20年3月期 
（予想） -  - 

 
10 00 

 
10 00 

  
15.3 

 

 
３．平成20年3月期の連結業績予想（平成19年4月1日～平成20年3月31日） 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 
中 間 期 
通   期 

百万円      ％ 

30,790  △3.6 
61,123  △3.3 

百万円       ％ 

1,135  △ 3.5 
2,083  △ 4.5 

百万円      ％ 

1,105 △ 3.3 
2,026 △13.3 

百万円      ％ 

508 △28.7 
1,036 △12.5 

 

円  銭 

32 11 
65 44 
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４．その他 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）   有 

新規  1社 （社名 ㈱グローバルフーズ）   除外 1社   （社名 ㈱グローバルフーズ） 
（注）詳細は、6ページ「企業集団の状況」をご覧ください。 

 
（２）連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更 有 
② ①以外の変更 有 
 (注)詳細は、14ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

（３）発行済株式数（普通株式） 
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 19 年 3月期 15,875,000 株 18 年 3月期 15,875,000 株 
② 期末自己株式数 19 年 3月期 39,925 株 18 年 3月期    36,925 株 
（注）１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、31 ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 
 

（参考）個別業績の概要 
 
１．平成19年3月期の個別業績（平成18年4月１日～平成19年3月31日） 
（１）個別経営成績                                                   （％表示は対前期増減率） 
 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 
19年3月期 
18年3月期 

百万円    ％ 

54,907   4.0 
52,796   3.0 

百万円      ％ 

2,163   372.1 
458 △ 67.0 

百万円       ％ 

2,332   353.0 
514 △ 65.2 

百万円     ％ 

934     - 
△ 610     - 

 
 １株 当たり 

当期純利益 
潜 在 株 式 調 整 後 
１株当たり当期純利益 

 
19年3月期 
18年3月期 

円  銭 
58 98 
△38 54 

円  銭 
   -  - 
-  - 

 
（２）個別財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 
19年3月期 
18年3月期 

百万円 

32,352 
34,164   

百万円 

16,220 
15,457 

％ 

50.1 
45.2 

円 銭 

1,024 31 
975 97 

 (参考)  自己資本     19年3月期 16,220百万円   18年3月期 15,457百万円 
  
２．平成20年3月期の個別業績予想（平成19年3月31日～平成20年3月31日） 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

 
中 間 期 
通   期 

百万円     ％ 
28,004   0.8 
55,164   0.5 

百万円     ％ 
1,162 △0.6 
1,998 △7.6 

百万円      ％ 
1,124 △ 1.3 
1,915 △17.9 

百万円      ％ 
511 △12.7 
914 △ 2.1 

円  銭 
32 30 
57 73 

 
 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料における業績予想及び将来の予測等に関する記述は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想で

あり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。従いまして、実際の業績は様々な要因により、これらの業績予想

とは異なることがありますことをご承知おきください。 
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１．経営成績 
（1）経営成績に関する分析 

 （当期の経営成績） 

当連結会計年度におけるわが国経済は、全般的には企業業績の向上による設備投資の増加、雇用環境の改善等景

気は回復基調を持続しましたが、経済動向を背景とした企業業績の二極化、金利動向、米国経済の動向等不透明感が

拭えない状況で推移しました。 

当食品市場におきましては、中食業界、外食業界の競争が一層激化し引き続き厳しい状況が続きました。また、一部食

品メーカーの消費期限切れ原材料の使用問題等、食品の安全安心に対する消費者の意識が高まりを見せました。 

当社グループは、このような経営環境のなかで経営体質、経営基盤の強化ならびに連結子会社の事業の再構築に努

めてまいりました。この結果、当連結会計年度の売上高は 631 億 8 千 7 百万円（前連結会計年度比 0.5％減）、経常利益

は 23億 3千 7百万円（前連結会計年度比21億 9千万円増）、当期純利益は 11億 8千 3百万円（前連結会計年度は当

期純損失 4億 8千 3百万円）となりました。 

 事業の種類別セグメントの状況は次のとおりであります。 

 

 当社グループの基幹事業である食品事業におきましては、当社は、「食」の安全性を確保するためのＨＡＣＣＰを中心と

する品質管理の強化ならびに生産効率の向上に努めてまいりました。また、商品開発面におきましては、商品開発技術の

ノウハウを活用して顧客のニーズに対応した商品開発を推進するとともに、商品の原価管理について重点的に取り組んで

まいりました。 

 連結子会社につきましては、厳しい状況が推移する中で、株式会社グローバルフーズの会社分割を実施し、当社グルー

プの経営効率化に努めてまいりました。 

 この結果、食品事業の売上高は、605 億 5千 9百万円（前連結会計年度比 1.1％減）となりましたが、営業利益は、18 億

6千 2百万円（前連結会計年度比 19億 6千 6百万円増）となりました。 

 

 飲食店事業におきましては、外食産業における競争が一段と進む中、新規出店、店舗リニューアルに取り組むとともに、

新規商品、新規メニューの開発ならびに効果的な販売強化に努めてまいりました。この結果、飲食店事業の売上高は、18

億 4千 6百万円（前連結会計年度比2.2％増）、また、営業利益は 8千 6百万円（前連結会計年度比9千 8百万円増）と

なりました。 

 

 運送事業におきましては、運送事業収入および商品仕分事業収入の大幅な増加ならびに経費低減のための諸施策を

推進した結果、運送事業の売上高は、7億 8千 1百万円（前連結会計年度比2億 8千 9百万円増）、また、営業利益は 2

億 2千 4百万円（前連結会計年度比 1千 9百万円増）となりました。 

 

（次期の見通し） 

今後のわが国経済は、引き続き回復基調で推移されるものと期待されますが、原油価格の高騰、米国経済の動向等の

不透明感があり、予断を許さない状況が続くものと予想されます。また、個人消費は力強さを欠き、本格的な個人消費の

回復にはまだ時間を要するものと思われます。 

このような状況下、当社グループは、食の「安心」「安全」を確保するための品質管理の更なる強化に努めてまいります。 

 

食品事業におきましては、お客様のニーズに対応した付加価値のある商品の開発、原価管理の更なる強化に努め、売

上高 580 億 7千 6百万円、営業利益 18億 3千 5百万円を見込んでおります。 

 

飲食店事業におきましては、新規出店を進めるとともに、新規商品、新規メニューの開発ならびに更なる効果的な販売

強化により、売上高 19億 6百万円、営業利益 7千 2百万円を見込んでおります。 

 

運送事業におきましては、原油価格の高騰による燃料費がアップする中で、徹底した業務の効率化、コスト削減に努め、

売上高 11億 4千 1百万円、営業利益 1億 7千万円を見込んでおります。 

 

以上により、次期の業績といたしましては、連結売上高 611 億 2 千 3 百万円（当連結会計年度比 3.3％減）、連結経常

利益20億2千6百万円（当連結会計年度比13.3％減）、連結当期純利益10億3千6百万円（当連結会計年度比12.5％

減）を見込んでおります。 
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（2）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度の資産合計は、333億 5千 3百万円（前連結会計年度比 21億 2千 8百万円減）となりました。流動資

産は、子会社譲渡に伴う債権減少等から、前連結会計年度末に比し、6億 2千 9百万円減少しております。固定資産は、

大きな設備投資がなく有形固定資産の減価償却が進んだこと等により、前連結会計年度末に比し、14億 9千 8百万円減

少しております。 

当連結会計年度の負債合計は、171 億円（前連結会計年度比 31 億 4 千 8 百万円減）となりました。流動負債は、短期

借入金の返済等により、前連結会計年度末に比し、15 億 1千 4百万円減少しております。固定負債は、長期借入金の返

済等により、16 億 3千 4百万円減少しております。 

当連結会計年度の純資産合計は、162億 5千 3百万円（前連結会計年度末比10億 1千 9百万円増）となりました。当

期純利益が11億 8千 3百万円の利益となったことから、利益剰余金が 10億 5千 7百万円増加しております。 

 

②連結キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ･フローは、42 億 3千 1百万円（前年同期 7億 3千 2 百万円）、投

資活動によるキャッシュ･フローは、△6 億 8千 7百万円（前年同期△20億 5千 6 百万円）、財務活動によるキャッシュ･フ

ローは、△39億 3千 5百万円（前年同期35億 9百万円）となり、当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下

「資金」という）は、34億 5千 2百万円（前年同期38億3千8百万円）となりました。各キャッシュ･フローの前年同期と比較

した増減理由は、主として以下の要因によるものであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ･フロー） 

 当連結会計年度における税金等調整前当期純利益は、20 億 1千 2 百万円（前年同期△7億 7 千 1 百万円）となり、未

払消費税等が 3億 9千 5百万円増加したこと（前年同期は 7千 9百万円の減少）等から、営業活動によるキャッシュ･フロ

ーは、対前年同期比 34億 9千 9百万円の収入増となりました。 

（投資活動によるキャッシュ･フロー） 

 当連結会計年度においては、大きな設備投資がなく有形固定資産の取得による支出が7億4千6百万円（前年同期37

億 9 千 4 百万円）となったこと等から、投資活動によるキャッシュ･フローは対前年同期比 13 億 6 千 9 百万円の支出減と

なりました。 

（財務活動によるキャッシュ･フロー） 

 当連結会計年度においては、約定弁済による借入金の返済を進めた結果、財務活動によるキャッシュ･フローは 39 億 3

千 5百万円の支出（前年同期 35億 9百万円の収入）となりました。 

 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 

 平成 15年 

3 月期 

平成 16年 

3 月期 

平成 17年 

3 月期 

平成 18年 

3 月期 

平成 19年 

3 月期 

自己資本比率（％） 41.6 45.5 47.8 42.9 48.7 

時価ベースの自己資本比率（％）    9.9   17.6 19.3 17.4 31.1 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率

（％） 
   5.1 3.3 5.1 18.2 2.3 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍）    8.5 13.3   12.2 5.4 30.5 

（注）自己資本比率：自己資本／総資産 

   時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

   キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

   インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

   （注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

   （注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数により計算しております。 

   （注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

   （注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。 
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（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

   当社は株主に対する利益還元を経営の重要政策として位置付けており、配当につきましては、業績に裏付けられた成果

の配分を行うことを基本としつつ、将来の事業展開に備えるための資金確保に配慮し、利益還元を継続的に行うことを方

針としております。今後とも、企業価値の向上ならびに株主価値の増大に努めてまいります。 

   なお、当期の配当金につきましては、１株につき 10円とさせていただきました。 

   また、次期の配当金につきましては、１株につき 10円を予定しております。 

 

（4）事業等のリスク 

①特定の取引先への依存 

   当社グループは調理食品の製造・販売を主な事業としておりますが、主要販売先は株式会社セブン－イレブン・ジャパ

ンであり、同社（加盟店及び直営店を含む）への売上高依存度は、84.3％であります。 

当社グループは、販売先の主要なデイリーメーカーとして、良好で安定的な取引関係で推移しておりますが、販売先の

当社グループに対する取引方針の変更等の事態が発生した場合には、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 ②原材料の高騰 

原材料に占める農産物の割合が高く、予測しえない気候の変化により生鮮野菜、穀物類の不作が生じた場合には、製

造コストへの影響を受ける可能性があります。 



- 6 - 

フジフーズ㈱ （2913） 平成 19年 3月期決算短信 

 

２．企業集団の状況 
当社グループは､当社及び連結子会社 5 社で構成され､調理食品の製造・販売を主な内容とし、原材料の調達及び各事

業に関連する物流等の事業活動を展開しております｡当社グループの営む主な事業内容及び当社グループの当該事業に

おける位置付けは､下記に記載するとおりであります｡ 

  なお、当社グループの営む主な事業内容の区分は､セグメント情報に記載した事業の種類別セグメント情報における事業

内容の区分と同一であります｡ 

 

＜食品事業＞ 

（１）当社及び子会社2社は調理食品の仕入･製造･販売を行っております｡当社及び子会社の販売経路としては得意先へ

直接販売しております。また､子会社㈱フジフードサービスは直営店 10店を設置し､最終顧客(消費者)へ製品及び商品

の販売を行っております｡ 

① 当社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・調理食品の仕入･製造･販売 

② ㈱フジフードサービス・・・・・・・・調理食品の仕入･製造･販売 

③ ㈱ジーエフ(注１)・・・・・・・・・・・・調理食品の仕入･製造･販売 

  （２）連結子会社 2社は食肉の加工･販売を行っております｡ 

     ① 台湾芙滋食品股份有限公司・・・・・・食肉の加工･販売 

     ② FUJI FOODS U.S.,INC.・・・・・・・・・食肉の加工･販売 (当社への供給を含む) 

 

＜飲食店事業＞ 

（1）連結子会社１社（㈱フジフードサービス）は飲食店事業を実施しております。 

 

＜運送事業＞ 

（1）連結子会社 1 社（㈱デイリートランスポート）は当社及び子会社 2 社の製品･商品及び原材料の配送を担当しておりま

す｡ 
   以上述べたグループの概要図は次の通りであります｡ 
 

 最     終     顧     客（ 消 費 者 ）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注１）株式会社ジーエフは平成 19年 3月 30 日付で株式会社グローバルフーズより商号変更しております。 

（注２）平成 19 年 3 月 30 日に新設分割により設立した株式会社グローバルフーズについては、同日付で全株式を譲渡した

ため、連結財務諸表上は損益計算書のみ連結しております。 

配送 

配送 

販
売 

販売 

販
売 

販
売 

配送 

販
売 

販
売 

 

 
連結子会社 
㈱ﾃﾞｲﾘｰﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾄ 

連結子会社 
FUJI FOODS U.S.,INC. 

食     品     事     業 運 送 事 業 

 

海   外   得   意   先 

連結子会社 
台湾芙滋食品股份有限公司 

連結子会社 
㈱ジーエフ 
（注 1） 

販
売 

 
当 社 

 

販
売 

 

飲食店事業 

 

 
飲食店 

連結子会社 
㈱フジフードサービス 

得     意     先 

 販
売 

配送 

販
売 

販
売 

販売 

販
売
（
直
営
店
） 

販売 
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３. 経営方針 
（1） 会社の経営の基本方針 

当社は、「基本の徹底と変化への対応」を経営の基本とし、品質第一主義をモットーに、収益性を追求し、消費者、取引

先、株主などの共益の実現を旨としております。前記の目的を実現するために、近年の経済構造と市場環境の急激な変

化と消費者ニーズの多様化に対応すべく、「変革と挑戦の更なる徹底と推進」を経営のスローガンとして掲げ、以下の諸点

を踏まえ、さらにコスト競争力に重点を置き、事業の再構築と収益構造の強化を目指してまいります。 

 

① 機能別組織制度を更にみがきをかけ、経営環境の変化に迅速なる対応を行う一方、あわせて財務基盤の一層の強

化に努めてまいります。 

② 生産部門につきましては、本部機能の強化はもとより工場の運営システムを強化し、収益の拡大に努めてまいりま

す。 

③ 商品開発においては、消費者ニーズを的確にとらえた、商品開発に努め、商品力の向上を図ってまいります。 

④ 特に品質面におきましては、ＨＡＣＣＰ管理を軸とした品質管理システムの一層の強化を全社をあげ、邁進するとと

もに、商品に対するお取引先・お客様の信用と信頼の向上に努めてまいります。 

⑤ 管理面につきましては、資材仕入から生産・販売までの情報のシステム構築を行うことにより、一元管理を具現化さ

せ、効果的且つ効率的な経営を目指してまいります。 

⑥ 当社グループでは、仕入商品の見直しを行うとともにその内製化に向け、コストの低減に取組んでまいります。 

 

（2） 目標とする経営指標 

  当社は、事業の更なる成長を目指し、売上高並びに経常利益の拡大を第一の目標にしております。また、資本・資産

効率をより意識した経営を進めていく考えであり、効率性を測る指標であるＲＯＡ（総資産利益率）やＲＯＥ（株主資本利益

率）についても、現在の水準からの更なる向上を図ってまいる所存であります。 

 

（3） 中長期的な会社の経営戦略および対処すべき課題 

   今後のわが国経済は、景気の持続的成長が期待されるものの、金利上昇、原油価格の高騰、米国経済の動向の影響

等が懸念されております。 

   当社グループは、「変革と挑戦」を更に徹底、推進し、次に掲げる諸施策を強力に推進し時代の変化に迅速に対応する

経営体制ならびに経営基盤をより強化してまいります。 

  第一に、当社におきましては、前期に引き続き、企業体質ならびに財務基盤を一層強化し各事業の推進を図り、業績の

向上に努めてまいります。 

  第二に、食品事業部門におきましては、当社グループ全体の品質管理の強化に努めるとともに、顧客のニーズに対応し

た付加価値のある商品の開発、商品の原価管理の諸施策の実施ならびに生産効率の向上に力を注いでまいり

ます。また、名古屋工場の収益改善について前期に引き続き取り組んでまいります。 

  第三に、飲食店事業部門におきましては、効果的な新規出店や店舗開発に取り組んでまいります。また、運送事業部門

におきましては、コースの再編による効率化等運営力の向上に取り組んでまいります。 

  第四に、連結子会社につきましては、それぞれの事業につき再構築を推進して、当社グループの収益力の向上に努め

てまいります。 

  第五に、当社グループの経営効率化を図るために、流通・商品・人材・情報等について当社グループ全体のシナジー効

果を高めてまいります。 

 

  これらの諸施策を当社グループを挙げて迅速かつ着実に実行し、収益力の向上に邁進する所存であります。 

 

（4） 内部管理体制の整備・運用状況 

平成 19 年 4 月に開示しておりますコーポレート・ガバナンスに関する報告書の「内部統制システム及びリスク管理体制

整備の状況」に記載される事項と内容が重複しますので、記載を省略しております。 
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４. 連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

  
前連結会計年度 

(平成 18年 3月 31日) 

当連結会計年度 

(平成 19年 3月 31日) 
対前年比 

区分 
注記 

番号 
金額（百万円） 

構成比

（％） 
金額（百万円） 

構成比

（％） 

増減 

（百万円） 

(資産の部)          

Ⅰ流動資産          

1．現金及び預金   3,881   3,582  △ 299 

2．受取手形及び売掛金   5,900   5,530  △ 370 

3．有価証券   0   0  △ 0 

4．たな卸資産   735   665  △ 70 

5．繰延税金資産   284   433   148 

6．その他   455   417  △ 37 

7．貸倒引当金  △ 26  △ 26   0 

流動資産合計   11,232 31.7  10,602 31.8 △ 629 

          

Ⅱ固定資産          

(1)有形固定資産          

1．建物及び構築物 ※1.2  10,600   9,565  △ 1,034 

2．機械装置及び運搬具 ※1.2  1,522   1,454  △ 67 

3．土地 ※2  7,421   7,412  △ 8 

4．建設仮勘定   -   77   77 

5．その他 ※1.2  197   161  △ 36 

有形固定資産合計   19,741 55.6  18,672 56.0    △ 1,069 

          

(2)無形固定資産   82 0.2  76 0.2 △ 6 

          

(3)投資その他の資産          

1．投資有価証券 ※2  1,336   1,131  △ 204 

2．敷金・保証金   1,220   1,281   61 

3．繰延税金資産   293   208  △ 85 

4．その他 ※1.2.6  1,610   1,390  △ 219 

5．貸倒引当金  △ 35  △ 9   25 

投資その他の資産合計   4,425 12.5  4,002 12.0 △ 422 

固定資産合計   24,249 68.3  22,750 68.2 △ 1,498 

資産合計   35,482 100.0  33,353 100.0 △ 2,128 
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前連結会計年度 

(平成 18年 3月 31日) 

当連結会計年度 

(平成 19年 3月 31日) 
対前年比 

区分 注記番号 金額（百万円） 
構成比

（％） 
金額（百万円） 

構成比

（％） 

増減 

（百万円） 

(負債の部)          

Ⅰ流動負債          

1．支払手形及び買掛金   3,270   2,929  △ 341 

2．短期借入金 ※2  6,520   4,252  △ 2,268 

3．未払金   2,496   2,344  △ 152 

4．未払法人税等   137   776   638 

5．賞与引当金   181   326   145 

6．その他   67   531   463 

流動負債合計   12,674 35.7  11,160 33.5 △ 1,514 

          

Ⅱ固定負債          

1．長期借入金 ※2  6,829   5,307  △ 1,522 

2．退職給付引当金   279   136  △ 142 

3．役員退職引当金   298   312   13 

4．その他   165   183   17 

固定負債合計   7,574 21.4  5,939 17.8   △ 1,634 

負債合計   20,248 57.1  17,100 51.3 △ 3,148 

          

（資本の部）          

Ⅰ資本金 ※4  6,541 18.4  - -  - 

Ⅱ資本剰余金   7,014 19.8  - -  - 

Ⅲ利益剰余金   1,754 4.9  - -  - 

Ⅳその他有価証券評価差額金   213 0.6  - -  - 

Ⅴ為替換算調整勘定  △ 279 △0.8  - -  - 

Ⅵ自己株式 ※5 △ 11 △0.0  - -  - 

資本合計   15,233 42.9  - -  - 

負債及び資本合計   35,482 100.0  - -  - 

          

（純資産の部）          

Ⅰ株主資本          

1．資本金   - -  6,541 19.6  - 

2．資本剰余金   - -  7,014 21.0  - 

3．利益剰余金  - -  2,811 8.4  - 

4．自己株式 ※5  - - △ 12 △0.0  - 

株主資本合計   - -  16,354 49.0  - 

Ⅱ評価・換算差額金等   - -      

1．その他有価証券評価差額金   - -  170 0.5  - 

2．為替換算調整勘定   - - △ 271 △0.8  - 

評価・換算差額金等合計   - - △ 101 △0.3  - 

純資産合計   - -  16,253 48.7  - 

負債純資産合計   - -  33,353 100.0  - 

 




